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NIPPNDATA90 研究グループ 

 

【背景/目的】これまでの研究では、循環器疾患死亡とタンパク質摂取との関連は結果が一貫して

いない。植物性タンパク質摂取と血圧には負の関連があるとの報告があるが、長期間の影響は我

が国を含め一貫した見解は出ていない。そこで、日本人一般集団において、植物性タンパク質摂

取と循環器疾患死亡の関連を NIPPON DATA90 の 15 年追跡で検討した。 

 

【方法】解析対象は、NIPPON DATA90 研究に参加し、国民栄養調査（当時）を受けた 8,383 名を

用いた。食事データは国民栄養調査(当時)の 3 日間の秤量記録法をもとに算出した。対象者はエ

ネルギー調整した植物性タンパク質摂取量(% Energy)により四分位に分割し、多変量調整したハ

ザード比を Cox 比例ハザード分析により算出した。調整変数には、年齢、性、BMI、動物タンパ

ク質摂取量、動物性脂肪摂取量、植物性脂肪摂取量、ナトリウム、カリウム、食物摂取総量、喫

煙、飲酒を含めた。 

 

【結果】Q1(最も摂取量が少ない)を基準とした Q4(最も摂取量が多い)の多変量調整ハザード比

は循環器疾患死亡、冠動脈疾患死亡、脳卒中死亡ともに負の傾向を認め、1% Energy 増加当たりで

循環器疾患 0.86 (95%信頼区間(CI), 0.75-0.99)、脳出血 0.58 (95% CI, 0.35-0.95) であった。サブ

解析では高血圧（収縮期血圧 140mmHg 以上かつ・または拡張期血圧 90mmHg 以上または服薬治
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療あり）の有無別に同様の解析を行い、高血圧のない群では循環器疾患 0.68 (95% CI, 0.50-0.94)、

脳卒中 0.50 (95% CI, 0.30-0.84) と負の関連を認めた。 

 

【結論】本結果は西欧諸国の集団と比較し、日常的な植物性タンパク質摂取量が多く、脳血管疾

患が多い集団であった。日本人一般集団における植物性タンパク質摂取は循環器疾患死亡と有意

な負の関連がみられ、特に高血圧のない群でこの関連が顕著であった。 
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